外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成27年3月13日（金）　　　　司会：小笠原　香織　　　記録：矢幅　佳恵

	小笠原
	東
	矢幅
	小嶋
	金田
	菅原
	小林
	戸賀沢
	服部
	櫻田
	慶長

	○
	公休
	○
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務

	三浦

(綾)
	松橋
	川井
	佐々木
	油津
	會津
	小屋敷
	生駒
	
	
	

	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜外来情報＞
・田名部　一樹様～本日採血、採尿施行している。検尿結果は問題なし。次回、採血結果お伝えする事としている。
・五日市　規様～次回採血、採尿検査予定としている。
・高田　マキ様～昨夜、母様より電話あり、他者の家に侵入したり、意味不明な言動があるとの事。当院受診勧めていたが、その後本人様は落ち着かれ、当院受診拒否しているとの事で受診はされず。本日９：２０再度母様より電話あり。その後本人は落ち着かれているが、母様としては当院へ入院させてほしいとの事。現在は本人希望にて盛岡のクリニックに通院しているが、クリニックでは入院できないとの事で、紹介状も当院に郵送するよう依頼していると話す。主治医へ報告し、少し経過観察し、何かあれば再度連絡いただく事としている。
＜利用者様情報＞
・平　康子　様　～グループホーム世話人よりまぶたの腫れがあるとの情報提供があり、状況を確認。夜中に同居者が部屋に来て「サイダー」と話し、本人が持っているサイダーを要求してきたとの事で、寝不足で眠いと話している。その際に本人も一緒にコップ2杯飲んだとのこと。水分を取り過ぎたとも話しているため、トイレに行くように促している。バイタル異常はなく、眠気の訴えが聞かれているが、定時まで落ち着いて過ごしている。
・野月　利章　様～来所時より職員へ不調を訴えており､傾聴。｢昨日のデイの風呂が寒くて…ずっと頭が痛くて…｣等と訴えている。バイタル異常所見ないものの､静養室にて休養していただく。昼食時にはホールに戻り､世間話には笑顔で嬉しそうに話すものの､体調を確認すると｢まだ…｣｢眠れなくて…｣等と訴える。本人と面談を実施し､不調の訴えを傾聴した上で､現在の状態について振り返ると､｢先週よりは､気分も良くなった｣｢朝､お父さんに送迎されて､ゆっくり来れたからだいぶ眠れた｣｢今はだいぶ良い｣等と笑顔で話すようになる。週末も睡眠を充分にとることを勧めると､了解している。
・繁名　和恵　様～来所時より幻聴を訴えており､運動療法終了後に頓服薬を服用。その後は職員と計算問題に集中することで徐々に幻聴を訴えることがなくなり､午後のﾌプログラム終了時には｢今日は幻聴に勝てた！｣｢だいぶ良くなった｣等と笑顔で答えている。自分なりに対応できたことを評価すると､本人もうなずいている。

・関向　智　様　～本日、本人と今後のデイケア利用についての面談を実施。生活上の問題点として、金銭的な不安を話しており、現在早く仕事をして金銭を稼ぐ為に、若者サポートステーションの見学に行ったり、派遣会社へ電話連絡をしているとのこと。若者サポートステーションについては「若い人向けの内容で自分には合ってない」「正式に登録しても1日1000円しか稼げない」と話す。仕事についてはまだ迷っており、「とにかくお金を稼ぎたくて」「いろいろやってみないとわからないと思って見学や電話をしてます」と話している。仕事についての不安は、継続して出来るのか、他の人と問題なく関わっていけるのかが不安とのこと。金銭的な不安について確認すると、親の給与のみでの生活では大変で、デイケアに来るためのバス代や昼食代も負担になると話している。金銭の使用状況については、パチンコや携帯ゲームに多額の金銭を使用してしまうとの事で、今月で携帯電話が止められてしまうとのこと。現在の仕事や金銭面での不安を振り返り、仕事を継続して行う為の援助、金銭管理能力についての援助が必要であることを伝えると、本人も自身の問題を振り返り、必要性を理解している。今後のデイケア利用については、少し考えたいと希望。来週木曜日に改めて面談することとしている。
・大久保　康弘様～妄想発言が聞かれているが、「退院してから調子が良い。」「幻聴は殆どないですよ。」と話されている。昨日グループホームの隣人が壁を叩いてくることや、音楽の音量を高くしていることについて、グループホーム世話人と面談を実施。面談後「世話人さんと話していたら気分が悪くなった。」と表情を硬くし話している。話を聞くと「隣人宅からの物音について話したら、それは幻聴なのではないか？病状が悪化しているようならグループホームではなく、青山荘に入らないといけないと言われた。退院してから調子はいいのに病気だと言われて、世話人さんにはこれ以上話したくない。気分が悪い。」と興奮気味に話している。世話人に確認すると、本人に質問を繰り返していたのは事実であるが、青山荘入所の話はしていない（退院時はしていた）との事。

　　　　　　　　　　本人から面談したいと依頼あり、デイナイトケアスタッフと面談。妄想が広がっており、「青陽館の中にスパイがいて八戸中に青南病院の悪い噂が広がって、悪い人に自分が殺されてその責任が理事長にいって大変なことになる。」と話す。また、医師に報告し、明日外来受診をするように指示あり。本人了承している。青明舎・訪問看護に情報提供。明日の訪問看護はキャンセルとなる。
